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数直線上の点 Pが原点Oから出発し，硬貨を投げて表ならば +1，裏ならば −1だ

け動く．このとき．次の問いに答えよ．

( i ) 硬貨を 10回投げて，点 Pがちょうど原点 Oにある確率を求めよ．

(ii) 硬貨を 8回投げて，点 Pが原点 Oに 4回戻ってくる確率を求めよ．

(iii) 硬貨を 6回投げて，点 Pが原点 Oに 2回だけ戻ってくる確率を求めよ．
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【答】

( i ) 63
256

(ii) 1
16

(iii) 1
8

【解答】
点 Pは原点から出発する．

( i ) 硬貨を 10回投げて，点 Pがちょうど原点 Oにあるのは，表が 5回，裏が 5回のときであ
る．このときの確率は
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……（答）

である．
(ii) 硬貨を 8回投げて，点 Pが原点 Oに 4回戻ってくるのは，○○を「表裏」または「裏表」
のいずれかとおくと

○○ |○○ |○○ |○○ |
のときある．○○となる確率は
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であるから，求める確率は(
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……（答）

である．
(iii) 硬貨を 6回投げて，点 Pが原点 Oに 2回だけ戻ってくるのは○○を「表裏」または「裏
表」のいずれか，○○○○を「表表裏裏」または「裏裏表表」のいずれかとおくと

○○ |○○○○ | または ○○○○ |○○ |
のいずれかである．これらは排反であり，○○○○となる確率は
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でるから，求める確率は
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……（答）

である．


